














指紋拭き取り試験

(拭き取り前) (拭き取り後)

未処理のガラス

【試験結果】�

・未処理側の指紋汚れは、拭き取りにより油分が取れず、逆に広がって�
しまった。�

・処理済側の指紋汚れは、拭き取りにより油分が剥がれ、広がらなかっ�
た。

【指紋拭き取り試験�試験概要】�

未処理のガラスと菌滅シート(液晶画⾯⽤)処理済ガラスを⽤意し、それぞれに指紋汚れ
を付着させる。同じ⼒で指紋汚れ箇所を拭き取り、拭き取り後の状況を確認。�

試験機関：⾃社試験

処理済のガラス



摩耗耐久性試験

【試験結果】�

・スチールウール摩耗試験による撥⽔性の低減率は約4.5%となり、�
未だ撥⽔性を維持していることを確認した。

【摩耗耐久性試験�試験概要】�

処理済のガラスを⽤意し、⽔接触⾓を計測し、撥⽔性の初期値を測定。次に、本処理
済のガラスに、スチールウールによる1kg荷重/2000回の摩耗試験を実施。摩耗試験後
のガラスで⽔接触⾓を計測し、スチールウール摩耗試験後の撥⽔性を測定。�

試験機関：⾃社試験

項⽬ 単位 測定値 備考

⽔接触⾓
初期 deg. 113

スチールウール�
摩擦試験後 deg. 108 1kg/2000回

⽔接触⾓の説明

摩耗耐久性試験の測定値

摩耗試験機の例



抗菌実証実験

【抗菌実証実験�概要】�
ルミテスターSmartを使い、スマートフォンの液晶画⾯上に付着する菌数を、初期、施
⼯直後、汚損直後、汚損後30分放置のそれぞれで測定。菌数の推移を確認。

実験機関：⾃社試験

(試験状況) (菌数)

初期
初期値を計測�
菌数：4375

施⼯�
直後

施⼯直後に計測�
菌数：1

汚損�
直後

汚損直後に計測�
菌数：8585

汚損後�
30分放置

汚損後そのまま30分�
放置�
菌数：392

【実験結果】�
・初期と施⼯直後の菌数から、施⼯により⼗分な除菌効果を発現したことが�
確認された。�

・汚損直後と汚損後30分放置の菌数から、施⼯後に付着した菌に対しも、�
⼗分な抗菌効果を発現したことが確認された。
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	菌滅シート(液晶)(エビデンス、抗ウイルス性)_ページ_1
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